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I. はじめに 

1. 研究背景 

少子高齢化が進む中国においても高齢者の社会参加が求められつつある。そのために、

高齢者の社会活動の実態をとらえ、社会活動の心理的要因とされる高齢者の役割意識の実

態と社会活動との関連を明らかにする必要がある。 

 

2. 研究の目的および意義 

本研究は中国高齢者の役割意識の実態を把握し、高齢者の社会活動に対して何が影響し

ているのかを明らかにすることによって高齢者のあるべき役割意識を提案し、高齢者の社

会活動の促進を図る。本研究はまだ福祉政策が不完全な中国に対して高齢者の健康的な自

己意識を喚起し、主観的積極性を創り出す宣伝効果があると考えられる。 

 

II. 研究の対象および方法 

調査の対象については、拱墅区に在住する 60 歳以上のインタビュー調査できる住民を

対象とした。筆者の個人的なネットワークを用い、各コミュニティ責任者の許可を得たう

えで抽出した 200人に調査を依頼した。調査項目は社会活動項目、役割意識項目、基本属

性項目の三つの枠組みで構成した。本研究では高齢者の社会活動が役割意識と一定の関係

を持っているという仮説を検証するため、男女別の基本属性と記述統計、社会活動項目得

点と役割意識項目の相互の関連性をｔ検定にて分析した。統計学的検定は統計ソフト IBM 

SPSS ver.23 を使用し、有意水準は 5%とした。 

 

III. 研究結果および考察 

有効回答の得られた 175 人（男性 79 人、女性 96 人、回収率 87.5%）のデータを分析に

用いた。高齢者の社会活動に有意な性差がみられた活動としては、地域行事の割合は男性

より女性の方が有意に多かった。また、家庭内活動得点のみ、男性の方が有意に女性より

高かった。男性について、社会活動に支障を感じている項目では「周囲の理解が得にくい」、

「これまでのキャリアにふさわしくない」が多く、さらに、女性では「健康上に自信がな

い」が有意に多かった。役割意識の実態についてみると、「配偶者と死別した生活」との回

答は女性の方が有意に高かった。また、家族のために、役割を果たしていると回答した女

性の方が有意に多かった。一方、男性は「趣味活動を持つこと」が女性より有意に役割を

感じていた。役割意識項目ごとに社会活動得点との関係を t 検定にて検討した結果、「子供

達が結婚したり、独立した後の生活」を考えている対象者は社会活動得点平均値が有意に

高かった。また、「伝統や慣習を伝える責任がある」、「若い世代と、積極的に交流すべきだ」

と回答した群の社会活動得点は有意に高かった。また、「長寿は他人に負担をかける」、「家

庭内のことに対して意見を言う」、「趣味活動を持つ」、「時代に遅れず、学習する」、「自分

自身の生きがいをもつこと」と「組織や団体の運営」、「住民の相談相手」、「知識・技術や

伝統を伝えること」、「規範やマナーの体現すること」を考えている対象者の社会活動得点

平均値が有意に高かった。 

 

IV. 結論 
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 中国の男性の役割は職場にあると考える者が多く、仕事から離脱した生活は男性に対し

て役割を喪失しやすいではないかと推測される。それに対し女性は、家庭に対する役割意

識が高く、地域社会に対する活動も積極的に行っていた。役割意識については「趣味活動

を持つ」、「時代に遅れず、学習する」、「自分自身の生きがいをもつこと」、「住民の相談相

手」、「規範やマナーを体現すること」は中国政府が提唱した「老有所学（生涯学習）」、「老

有所楽（趣味娯楽）」と合致しており、また、生きがいを持つこと、対人交流、規範やマナ

ーを重視することが社会からも期待され、このような考え方が社会参加に繋がると思われ

た。
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